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図1．線状の下地（下枠）の上に成長した2次元DLDバターン．文












 （1）                 N～τd凧州
とスゲ一ルされることを導いた．a∫（a，a、）はこのようたDLbバターンの自己相似性を定量的
102 統計数理 第34巻 第1号 1986
に特徴づけるフラクタル次元で
 （2）          a∫（a，a。）＝a！（a）一a。
と書かれる．ここでa／（a）は通常のDLAパターンのフラクタル次元で











 （4）          m。（M）～∫1τ∫（∫σ／M）
を仮定し，スケーリング則及び不等式







                   M （6）         r2…M－1Σκ；＝M－1Σ∫T3m。（M）
                   ｛＝1          8
と表される．ここでr、は∫一treeの平均的なrmS高さである．T。に関してベキ乗形丁。～∫θを
仮定しよう．これは後で正当化される．これと式（1），（4）を（6）に代入して（5）を使うと指数τは




























 （9）          a∫（2，1）＝O．70±0．06
を得た．これは式（2），（3）から得られる理論値2／3と非常によく一致する．以上により金属森が
  図4．金属森の成長．例えば矢印で
     示された金属樹は周囲が充
・     公開いているにもかかわら
     ずその後成長が停止してい
     る．このような遮蔽効果の例
     は他にいくつも見られる．
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図5．図4に示されたようだ金属森の成長
  過程を追ったMとTとの関係．
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図6．金属樹のサイズ∫とその累積個数凡























































            ∂∬   ．  ∂∬     1         后山＝砂、・々山＝一∂、、・H＝一万ξ紙1・～・





            θ＝1］172／鳩， 〆＝Σ冷／N（N－1）．
             ｛〈5             ㍑
 一方，オンサーガーの温度は，通常の温度と数学形式上類似しているが，その数値を評価す
るのは容易でたいのでここでは考慮したい．ところで，乱れを特徴づけるパラメターとして，フ
ラクタノレ次元もあるが，これは流体力学の研究上今まであまり考慮されてこなかった（例外は
文献（5））．連続な渦度分布では，エンストロフィーと呼ばれる量Q
Q一∬1ω1・〃
